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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    鳥  ハハジマメグロ 
木  タコノキ            魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水量

2/24 現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

１月気象状況(父島) 

最高気温   23.2℃ 

最低気温   11.5℃ 

平均気温   18.2℃ 

平均湿度   63％ 

月降水量   77.0mm

住民基本台帳登録者数（２/１） 

             2,381 人 

             父島      母島   

  人口      1,920 人   461 人 

  世帯      1,042     240 

短期滞在者     14 人    112 人 

                                               

４
月
１
日
か
ら 

情
報
公
開
制
度
が
始
ま
り
ま
す 

 

【
目
的
】 

 

「
小
笠
原
村
情
報
公
開
条
例
」
に
基
づ
き
、
民
主 

 

的
で
開
か
れ
た
村
政
運
営
を
図
り
、
村
民
の
村
政 

 

へ
の
参
加
を
進
め
る
も
の
で
す
。 

【
理
念
】 

①
情
報
公
開
を
求
め
る
村
民
の
権
利
を
保
障
し

ま
す
。 

②
行
政
機
関
の
説
明
責
任
を
果
た
し
ま
す
。 

③
村
政
へ
の
村
民
参
加
を
促
進
し
ま
す
。 

④
村
政
へ
の
信
頼
性
を
確
保
し
ま
す
。 

⑤
行
政
運
営
を
活
性
化
し
ま
す
。 

【
原
則
】 

①
公
開
を
原
則
と
し
ま
す
。 

②
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
ま
す
。 

③
利
用
し
や
す
い
制
度
と
し
ま
す
。 

【
制
度
の
あ
ら
ま
し
】 

《
村
の
全
て
の
機
関
で
実
施
》 

  

村
長
部
局
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、 

監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査 

委
員
会
、
議
会
で
実
施
し
ま
す
。 

《
対
象
と
方
法
》 

①
対
象
と
な
る
情
報 

  

公
文
書
、
図
面
、
写
真
、
フ
イ
ル
ム
、
コ
ン 

ピ
ュ
ー
タ
で
作
ら
れ
た
も
の
、平
成
14
年
４
月 

１
日
以
降
の
も
の
、
そ
れ
以
前
の
永
久
保
存
文 

書
、
要
綱
な
ど 

②
公
開
方
法 

閲
覧
、
視
聴
、
写
し
の
交
付 

《
情
報
公
開
を
請
求
で
き
る
人
》 

①
住
民 

②
村
内
に
事
務
所
が
あ
る
個
人
、
法
人
等
、
こ
れ

ら
に
勤
務
す
る
人 

③
村
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人 

④
村
の
事
務
事
業
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人 

 

（
利
害
に
関
す
る
部
分
の
情
報
に
限
り
ま
す
。） 

 

《
公
開
の
し
か
た
》 

①
公
開
の
窓
口 

総
務
課
と
母
島
支
所
で
す
。 

②
公
開
請
求 

情
報
公
開
請
求
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

③
情
報
の
公
開
日
時
等 

指
定
の
日
時
に
村
役
場
か
母
島
支
所
で
公
開
し

ま
す
。 

④
適
用
除
外 

書
籍
な
ど
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
、
村
教
育
委

員
会
所
蔵
の
歴
史
的
資
料
、
法
令
等
に
よ
り
閲

覧
、
縦
覧
、
謄
本
の
交
付
手
続
が
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
図

書
な
ど
は
、
情
報
公
開
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。 

⑤
非
公
開
情
報 

ア 

法
令
等
に
よ
り
公
開
で
き
な
い
情
報 

イ 

個
人
情
報 

ウ 

事
業
活
動
情
報 

エ 

公
共
安
全
維
持
等
情
報 

オ 

意
思
形
成
過
程
情
報 

カ 

行
政
機
関
の
事
務
事
業
執
行
情
報 

キ 

国
等
の
関
係
情
報 

※
た
だ
し
、
ア
以
外
は
公
開
す
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。 

⑥
情
報
の
一
部
公
開 

請
求
さ
れ
た
中
に
公
開
で
き
な
い
部
分
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
部
分
を
除
い
て
公
開
し
ま
す
。 

⑦
文
書
検
索
目
録 

公
開
請
求
し
や
す
い
よ
う
文
書
検
索
目
録
を
作

成
し
ま
す
。 

《
不
服
申
立
て
》 

①
非
公
開
決
定
な
ど
に
不
服
の
あ
る
と
き
は
、 

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

②
救
済
機
関 

ア 

不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
は
、
慎
重
、 

公
正
な
救
済
手
続
を
と
る
た
め
、｢

小
笠
原 

村
情
報
公
開
審
査
会｣

が
審
議
し
答
申
し 

ま
す
。 

イ 

審
査
会
は
情
報
公
開
制
度
の
あ
り
か
た
に 

つ
い
て
も
意
見
を
述
べ
ま
す
。 

《
情
報
公
開
の
総
合
的
推
進
》 

①
制
度
制
定
の
趣
旨
に
沿
い
、
請
求
さ
れ
な
く
と

も
一
般
に
公
開
す
る
情
報
を
増
や
し
ま
す
。 

②
平
成
14
年
度
よ
り
前
の
情
報
は
、
情
報
の
任
意

的
公
開
を
行
い
ま
す
。 

③
情
報
公
開
請
求
権
の
な
い
人
か
ら
の
申
し
出
は
、

情
報
の
任
意
的
公
開
で
応
じ
ま
す
。 

④
毎
年
１
回
、
実
施
状
況
を
「
村
民
だ
よ
り
」
で

公
表
し
ま
す
。 

《
出
資
法
人
、
補
助
団
体
等
の
情
報
公
開
》 

①
村
が
出
資
す
る
法
人
、
補
助
金
支
出
団
体
等 

は
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
情
報
公
開
に

努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

②
２
分
の
１
以
上
の
出
資
、
人
件
費
補
助
団
体 

に
は
情
報
公
開
制
度
制
定
を
申
し
入
れ
ま
す
。 

《
公
開
手
数
料
》 

①
情
報
の
閲
覧
、
視
聴
は
無
料
で
す
。 

②
情
報
の
写
し(

コ
ピ
ー
代
等)

、
郵
送
料
は
実
費

を
い
た
だ
き
ま
す
。 

《
制
定
実
施
期
日
》 

   

平
成
15
年
４
月
１
日 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
文
書
広
報
係
２
―
３
１
１
１ 

 

企
画
課
の
電
話
番
号
変
更 

 

先
月
、
村
役
場
（
父
島
）
第
一
庁
舎
内
の
席
の
配

置
替
え
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
れ
に
伴
い
、
企
画
課
が
１
階
か
ら
２
階
に
移
動

し
、
財
政
課
と
共
用
だ
っ
た
電
話
番
号
を
新
設
し
ま

し
た
。 

そ
の
他
の
課
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。 

 

【
企
画
課
席
配
置
】 

新 

第
一
庁
舎
２
階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧 

第
一
庁
舎
１
階
） 

【
企
画
課
電
話
番
号
】 

新 

２
―
３
１
２
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧 

２
―
３
１
１
２
） 

ＮＯ．４６６ 

平成 15 年(2003) 

３/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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村
議
会
議
員
選
挙 

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
開
催 

 

小
笠
原
村
議
会
議
員
選
挙
が
、
４
月
27
日
（
日
） 

に
執
行
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
選
挙
の
立
候
補
の
届
出
・
受
付
を
円
滑
に
行

う
と
と
も
に
、
公
正
か
つ
適
正
な
選
挙
を
行
う
た
め

説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

対
象
と
な
る
方
は
、
で
き
る
限
り
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。 

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者 

ま
た
は
立
候
補
予
定
者
の
関
係
者 

【
父 

島
】 

《
日
時
》
３
月
22
日
（
土
）
午
後
４
時
か
ら 

《
場
所
》
小
笠
原
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母 

島
】 

《
日
時
》
３
月
21
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら 

《
場
所
》
小
笠
原
村
役
場
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

     

看
護
師
の
募
集 

  

診
療
所
で
は
４
月
よ
り
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
で
き

る
看
護
師
を
登
録
制
に
て
募
集
し
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
診
療
所
係
ま
で
お 

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【
勤
務
先
】 

父
島 

小
笠
原
村
診
療
所 

母
島 

母
島
診
療
所 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
結
果 

 

１
月
25
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
第
31
回

小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。 

今
大
会
は
大
き
な
事
故
も
な
く
、
出
場
し
た
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、
各
部
門
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

大
会
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
関
係

機
関
お
よ
び
諸
団
体
の
皆
様
に
、
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
一
般
の
部 

６
㎞
】 

第
１
位 

和
田 

勉
之 

 
 

22
分
12
秒 

第
２
位 

柴
崎 

貴
史 

 
 

23
分
43
秒 

第
３
位 

大
塚 

宏
幸 

 
 

24
分
26
秒 

【
一
般
の
部 

４
㎞
】 

第
１
位 

岩
城 

貴
信 

 
 

18
分
41
秒 

第
２
位 

村
井 

達
人 
 
 

21
分
48
秒 

第
３
位 

横
谷 

晃
治 

 
 

24
分
57
分 

【
特
別
の
部 
４
㎞
】 

第
１
位 

杵
島 

 

博 
 
 

18
分
51
秒 

第
２
位 

増
山 
一
清 

 
 

19
分
44
秒 

【
女
子
の
部 

４
㎞
】 

第
１
位 

稲
垣
志
の
ぶ 

 
 

18
分
53
秒 

第
２
位 

伊
藤 

空
美 

 
 

18
分
58
秒 

第
３
位 

新
井 

貴
美 

 
 

19
分
30
秒 

【
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部 

４
㎞
】 

第
１
位 

佐
藤 

健
一 

 
 

17
分
７
秒 

第
２
位 

松
原 

勇
魚 

 
 

17
分
25
秒 

第
３
位 

田
村 

 

匠 
 
 

18
分
44
秒 

【
小
学
生
高
学
年
女
子
の
部 

４
㎞
】 

第
１
位 

冨
岡 

ゆ
ま 

 
 

19
分
42
秒 

第
２
位 

嶽
本 

朱
郁 

 
 

19
分
58
秒 

第
３
位 

セ
ー
ボ
レ
ー
沙
彩 

20
分
23
秒 

【
小
学
生
低
学
年
男
子
の
部
２
㎞
】 

第
１
位 

加
納 

 

潤 
 
 

９
分
６
秒 

第
２
位 

松
原 

 

澪 
 
 

９
分
８
秒 

第
３
位 

小
河
光
太
朗 

 
 

９
分
９
秒 

【
小
学
生
低
学
年
女
子
の
部 

２
㎞
】 

第
１
位 

矢
部 

真
子 

 
 

９
分
24
秒 

第
２
位 

池
田 

遥
香 

 
 

９
分
25
秒 

第
３
位 

染
谷 

未
緒 

 
 

９
分
45
秒 

【
団
体
の
部
男
子 

６
㎞
×
５
名
】 

第
１
位 

小
笠
原
村
役
場 

２
時
間
９
分
27
秒 

第
２
位 

小
笠
原
中
学
校 

２
時
間
10
分
30
秒 

第
３
位 

小
笠
原
高
校 

 

２
時
間
18
分
20
秒 

【
団
体
の
部
女
子 

４
㎞
×
５
名
】 

第
１
位 

小
笠
原
中
学
校 

１
時
間
42
分
44
秒 

第
２
位 

小
笠
原
小
学
校 

１
時
間
43
分
10
秒 

第
３
位 

小
笠
原
高
校 

 

１
時
間
48
分
18
秒 

              

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
営
バ
ス
臨
時
便
の
運
行 

  

観
光
船
の
入
港
に
あ
た
り
扇
浦
線
を
増
便
し
ま
す
。 

 

な
お
、循
環
線
は
通
常
通
り
の
運
行
に
な
り
ま
す
。 

【
臨
時
便
運
行
日
お
よ
び
運
行
ダ
イ
ヤ
】 

《
３
月
３
日
（
月
）、
４
日
（
火
）》 

 
正
午
～
午
後
２
時
の
間
、
30
分
間
隔
で
運
行 

《
３
月
18
日
（
火
）、
19
日
（
水
）》 

 

午
前
７
時
～
午
後
３
時
の
間
、
30
分
間
隔
で

運
行 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課
企
業
係
２
―
３
１
１
４ 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
被
害
で
お
悩
み
の
方
、
防
蟻
処
理
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
、
家
屋
の
新
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
内
容
】 

〇
長
浜
ト
ン
ネ
ル
周
辺
に
あ
る
樹
木
の
巣
の
防
蟻

処
理
（
母
島
） 

〇
対
策
区
域
内
で
の
巣
の
処
理
（
父
島
） 

【
実
施
期
間
】
３
月
13
日
（
木
）
～
24
日
（
月
） 

【
相
談
受
付
】 

被
害
兆
候
の
見
つ
け
方
、
羽
ア
リ
対
策
、
新
築

家
屋
の
計
画
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
相
談
で
も
結
構

で
す
。
相
談
だ
け
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
家
屋

の
点
検
も
受
け
付
け
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

日
程
調
整
が
必
要
な
た
め
、
申
し
込
み
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
に
つ
い
て
は
、 

商
工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 ３
月
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出
月 

 
 

村
で
は
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
原
付
、
古
タ
イ
ヤ
の

島
外
搬
出
を
奇
数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

日
程
は
決
ま
り
次
第
、
村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

  
 

  

２
│
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

   
  

３
│
２
１
１
１ 

 

 一般の部(６ｋｍ)優勝の和田 勉之さん 
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軽
自
動
車
等
の
届
出 

 

１ 

軽
自
動
車
等
（
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・
軽
自
動
車
）
の

所
有
者
は
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、

届
出
が
必
要
で
す
。 

【
車
両
を
人
に
譲
っ
た
時
】 

名
義
の
変
更
の
届
出 

【
車
両
を
廃
棄
等
し
た
時
】 

廃
棄
の
届
出
（
標
識
の
返
納
） 

【
車
両
の
定
置
場
変
更
等
の
異
動
が
あ
っ
た
時
】 

 

定
置
場
等
の
変
更
手
続
き
な
ど 

こ
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
必
要
な
届

出
を
さ
れ
な
い
と
、
島
外
搬
出
な
ど
に
よ
り
廃
棄

済
み
の
車
両
や
人
に
譲
っ
た
車
両
の
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
車
両
の
紛
失
や
盗
難
が
あ
っ
た
場
合
で

も
、
そ
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
所
有
者
と
し
て

登
録
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。 

２ 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
（
賦
課

期
日
）
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
主
た
る
定
置
場
の

市
区
町
村
で
、
そ
の
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
よ
っ
て
、
４
月
２
日
以
降
に
譲
渡
、
廃
棄

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

※
軽
自
動
車
税
に
は
、
自
動
車
税
（
普
通
自
動
車
・ 

三
輪
以
上
の
小
型
自
動
車
）
の
よ
う
な
月
割
課

税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
年
度
の
４
月

１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
に
、
年
税

額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

軽
自
動
車
等
の
税
金
に
つ
い
て 

財
政
課
税
務
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
２ 

※
軽
自
動
車
等
の
届
出
は
、
車
種
ご
と
に
下
表
で

確
認
の
う
え
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

                           

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ 

 

【
被
保
険
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ
】 

 
 

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
が

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

《
日
程
》
３
月
24
日
（
月
）
か
ら 

 

《
場
所
》
父
島 

村
民
課
住
民
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

《
必
要
な
も
の
》 

印
鑑
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証 

【
保
険
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
】 

 
 

保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
被
保
険
者
証

の
更
新
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

３
月
31
日
ま
で
に
納
付
が
困
難
な
方
は
、
村
民

課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
庶
務
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

【
退
職
被
保
険
者
の
方
へ
】 

 
 

４
月
か
ら
、
３
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
の
自
己

負
担
割
合
が
、
す
べ
て
３
割
と
な
り
ま
す
。 

 

※
現
行 

退
職
被
保
険
者
本
人 

２
割 

 
 
 
 
 

被
扶
養
者
入
院 

 
 

２
割 

 
 
 
 
 

被
扶
養
者
外
来 

 
 

３
割 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 
 

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
都
内

の
全
市
町
村
が
共
同
で
運
営
し
、
住
民
の
皆
様
が
会

費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金

を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。 

 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 

３
月
か
ら
加
入
の
受
け
付
け
を
行
な
い
ま
す
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
加
入
申
込
書
は
、
各
ご
家
庭
に
配
布

い
た
し
ま
す
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

年
額
１
０
０
０
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
額
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

 
●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
１
月
29
日
～
２
月
12
日 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会
出
席 

・
離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
出
席 

・
Ｔ
Ｓ
Ｌ
打
合
せ
（
保
有
会
社
他
） 

・
Ｉ
Ｔ
事
業
要
望
（
総
務
省
他
） 

 

な
ど 

     

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
３
月
の
『
母

島
巡
回
労
働
相
談
』
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
３
月
24
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

父
島
全
島
停
電 

 

東
京
電
力
父
島
発
電
所
で
は
、
発
電
所
電
気
設
備

の
法
定
点
検
の
た
め
父
島
全
島
停
電
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

皆
様
に
電
気
を
安
全
に
お
届
け
す
る
た
め
の
点

検
で
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
13
日
（
木
）
午
前
１
時
～
３
時 

【
範
囲
】
父
島
全
域 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
電
力
父
島
発
電
所 

 
 

２
―
２
４
３
１ 

      

車  種 種   別 問い合わせ先 

原動機付自転車 

50cc以下(一種) 

50cc超90cc以下(二種･乙)

90cc超125cc以下(二種･甲)

ミニカー 

小型特殊自動車 農耕作業用及び特殊作業用 

小笠原村役場財政課税務係 

 

※転出した場合は、転出先の区･市役

所、町･村役場の軽自動車税担当係

二輪小型自動車 250ccを超えるもの 

二輪車(125cc超250cc以下)

関東運輸局東京陸運支局 

品川区東大井１－１２－１７ 

TEL ０３－３４５８－９２３５ 

軽 自 動 車 三輪車(660cc以下) 

 

四輪車(660cc以下) 

軽自動車検査協会東京主管事務所 

港区港南３－３－７ 

TEL ０３－３４７２－１５６１ 
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小
笠
原
郵
便
局
窓
口
開
設
時
間
変
更 

 

小
笠
原
郵
便
局
で
は
４
月
１
日
か
ら
窓
口
等
の

取
扱
時
間
を
次
の
よ
う
に
改
め
ま
す
。 

【
窓
口
開
設
時
間
（
月
～
金
曜
日
）】 

《
郵
便
》 

午
前
８
時
～
午
後
５
時 

（
昼
休
時
間
帯
も
開
設
） 

《
貯
金
・
保
険
》 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

（
昼
休
時
間
帯
も
開
設
） 

※
休
日
等
が
出
港
日
な
ど
の
場
合 

 
 

郵
便
に
つ
い
て
は
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び
休
日

が
お
が
さ
わ
ら
丸
の
出
港
日
ま
た
は
出
港
前
日

と
な
る
場
合
（
入
出
港
日
の
前
日
を
除
く
）、
午

前
８
時
か
ら
11
時
30
分
の
間
に
限
り
取
り
扱
い

ま
す
。 

【
内
地
あ
て
郵
便
物
受
付
時
間
の
変
更
】 

 
 

書
留
、
チ
ル
ド
小
包
を
含
む
『
す
べ
て
の
郵
便

物
』
の
受
付
時
間
を
お
が
さ
わ
ら
丸
の
出
港
当
日

の
午
前
10
時
ま
で
と
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
出
港
当
日
は
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る

た
め
、
前
日
ま
で
の
ご
利
用
に
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
郵
便
局 

 

２
―
２
１
０
１ 

 

小
型
船
舶
免
許
の
更
新
講
習
（
父
島
） 

 

今
回
の
更
新
受
講
者
は
、有
効
起
算
日
が
平
成
15

年
４
月
10
日
か
ら
平
成
16
年
７
月
９
日
ま
で
の
方

と
な
り
ま
す
。（
有
効
期
限
が
平
成
15
年
４
月
９
日

以
前
の
方
は
失
効
講
習
を
行
い
ま
す
。） 

【
日
時
】
４
月
10
日
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
申
込
締
切
】
３
月
10
日(

月) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
マ
リ
ン
（
株
） 

 
 

２
―
２
９
１
７ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
で
は
次
の
と
お
り
催
し
物

を
開
催
し
ま
す
。 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◎
ク
ジ
ラ
観
察
会 

 

【
講
師
】
森 

恭
一 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
） 

【
日
時
】
３
月
15
日
（
土
）、
21
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

午
後
４
時
～
５
時 

【
場
所
】
三
日
月
山
展
望
台 

【
定
員
】
な
し
（
予
約
不
要
） 

【
持
ち
物
】
双
眼
鏡 

 

◎
星
空
観
望
会 

 

【
講
師
】
筒
井 

浩
俊
（
小
笠
原
天
文
倶
楽
部
） 

【
日
時
】
３
月
16
日
（
日
）、
22
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
ま
つ
り
広
場 

【
定
員
】
な
し
（
予
約
不
要
） 

 

◎
海
藻
観
察
会 

「
採
っ
て
、
食
べ
て
、
美
味
し
い
小
笠
原
の
海
藻
！
」 

 

【
講
師
】
一
木 

重
夫 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
） 

【
日
時
】
３
月
29
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
集
合 

【
対
象
】
中
学
生
以
上 

【
定
員
】
15
名
（
先
着
順 

要
予
約
） 

【
持
ち
物
】
箸
、
茶
碗
、
ざ
る
、
小
型
の
ハ
サ
ミ
、 

 
 
 
 
 

滑
り
に
く
い
靴 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 ２

―
２
１
２
３ 

 小 笠 原 諸 島 返 還 ３５ 周 年 記 念 企 画  
 

「おがさわら丸で行く鳥島周辺のアホウドリと聟島周辺のザトウクジラウォッチングツアー」 
 
小笠原海運(株)では、小笠原諸島返還３５周年を記念して、伊豆諸島の鳥島で繁殖中の国際保護鳥・特別天然記念物アホウドリ

探鳥と聟島(ケータ)周辺で海鳥探鳥とザトウクジラウォッチングを行う特別ツアーを実施します。 
当日は「アホウドリ」「ザトウクジラ」に関する専門の講師も同行します。 

【行 程】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【島内募集数】 ５０名 
【参 加 費】 大人１８,０００円、学生１５,０００円、子供９,０００円 

※参加費にはおがさわら丸２等船賃、旅行傷害保険料および消費税を含みます。（行程中の食事代は含まれていません。） 
上級船室希望の場合は追加料金が必要となりますのでお問い合わせください。 
なお、ツアー参加費の一部をアホウドリ・ザトウクジラ類の保全のための調査、研究活動に役立たせていただきます。 

 
●お申し込み・お問い合わせ 
《旅行主催》 小笠原海運（株）本社営業部 ０３－３４５１－５１７１  父島営業所 ０４９９８－２－２１１１ 
 
《後  援》 小笠原村、小笠原村観光協会、母島観光協会、小笠原ホエールウオッチング協会、小笠原自然文化研究所 

 

月／日 行       程 宿 泊 

４／３（木） 
１８：００ 二見港船客待合所 集合 
アホウドリとザトウクジラのレクチャーのあと乗船 
１９：００ 父島発 ～～ 

船中泊 

４／４（金） 

５：００鳥島沖着 
夜明けとともにアホウドリ探鳥 ７：００ ～～ 
聟島周辺にて海鳥探鳥とザトウクジラウォッチング 
～～ １８：３０ 父島着 
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創
造
性
教
室 

 
小
笠
原
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
募
集 

 

坂
部
創
造
性
教
室
（
本
部 

愛
知
県
犬
山
市
）
の

「
小
笠
原
（
16
）
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
校
し
ま
す
。 

内
地
の
子
供
た
ち
と
の
「
友
情
の
ふ
れ
あ
い
」
を

願
う
「
小
笠
原
っ
子
」
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

【
目
的
】 

 
 

事
実
か
ら
学
ぶ
目
を
養
い
な
が
ら
、
こ
こ
ろ
の

通
い
合
う
友
情
を
育
て
る
。 

【
日
程
】 

３
月
27
日
（
木
） 

～
30
日
（
日
）「
３
泊
４
日
」 

【
場
所
】
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー 

【
募
集
対
象
】
小
学
３
年
生
～
中
学
生 

 

※
参
加
経
験
が
あ
る
高
校
生
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
で
き
ま
す
。 

【
募
集
人
員
】 

約
20
名
（
先
着
順
） 

【
参 

加 

費
】
１
万
円 

【
申
込
書
配
布
場
所
】 

 
 

相 

原 

℡
２
―
２
７
０
５ 

 
 

佐
々
木 

℡
２
―
２
７
４
８ 

【
申
込
方
法
】 

 
 

申
込
書
と
参
加
費
を
相
原
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ

い
。 

【
保
護
者
へ
の
お
願
い
】 

 
 

扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
に
資
材
を
運
搬
す
る
た
め

人
手
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

保
護
者
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

坂
部
創
造
性
教
室 

 

０
５
６
８
―
６
２
―
６
６
６
１ 

       

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

非
常
勤
職
員
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
寮
母 

１
名 

【
採
用
期
日
】
４
月
１
日
（
３
月
に
事
前
研
修
あ
り
） 

【
仕
事
内
容
】 

 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
介
護

業
務
（
送
迎
、
入
浴
、
食
事
、
趣
味
生
き
が
い
活

動
な
ど
） 

【
勤 

務 

日
】 

 
 

月
曜
日
～
金
曜
日
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時

は
土
日
・
祝
日
の
勤
務
有
り
） 

【
勤
務
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利

用
時
は
夜
勤
等
の
変
則
勤
務
有
り
） 

【
応
募
資
格
】 

 
 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と
。 

※
介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
２
級
等
の
資
格
取
得

者
お
よ
び
施
設
介
護
経
験
者
、
ヘ
ル
パ
ー
経
験

者
歓
迎 

【
募
集
期
間
】
３
月
３
日
（
月
）
～
３
月
11
日(

火) 

【
そ 

の 

他
】
社
会
保
険
完
備 

※
同
時
に
登
録
介
助
員
も
募
集
中
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

（
明
老
会
）
２
―
３
９
１
１ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
（
父
島
） 

 

【
日
時
】
３
月
２
日
（
日
）
正
午
～ 

【
場
所
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
、
中
庭 

 

※
今
回
は
福
祉
バ
ザ
ー
に
参
加
と
な
る
た
め
、
三

宅
島
へ
の
寄
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

千
葉 

 
 
 
 
 

２
―
２
６
２
８ 

 
 
 
 
 
 

永
合 

 
 
 
 
 

２
―
３
０
０
５ 

預
金
保
険
制
度 

 

当
座
預
金
、
普
通
預
金
、
別
段
預
金
は
、
平
成
17
年 

３
月
末
ま
で
引
き
続
き
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。 

 

○
定
額
預
金
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
元

本
１
０
０
０
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
等
が
保
護
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、
破
た
ん
金
融

機
関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。） 

○
平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
当
座
預
金
等
の
利
息
の

つ
か
な
い
預
金
が
全
額
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

○
預
金
保
険
制
度
、
農
漁
業
系
統
貯
金
保
険
制
度
と

も
に
同
様
の
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
ま
す
。 

○
詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
預
金
保
険

機
構
、
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
、
関

東
財
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

預
金
保
険
機
構 

０
３
―
３
２
１
２
―
６
０
２
９ 

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構 

０
３
―
３
２
８
５
―
１
２
７
２ 

関
東
財
務
局 

０
４
８
―
６
０
０
―
１
１
４
６ 

 

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会 

「
ネ
ッ
ト
・
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」 

 

【
主    

催
】
東
京
司
法
書
士
会 

【
実
施
日
時
】
３
月
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
４
時 

【
実
施
方
法
】
電
話
に
よ
る
相
談 

当
日
の
相
談
用
臨
時
電
話
番
号 

 
 

０
３
―
３
３
５
３
―
９
２
０
５ 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
司
法
書
士
会
事
業
部 

 
 

０
３
―
３
３
５
３
―
９
１
９
１ 

 

     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
、
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、 

１
歳
６
ヵ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
母 

島
】 

《
日
時
》
３
月
４
日
（
火
）
午
後
２
時
～
３
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

【
父 

島
】 

《
日
時
》
３
月
13
日
（
木
）
午
後
２
時
～
４
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め 

パ
ー
ト 

21 

「
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

～
沖
縄
観
光
と
の
比
較
パ
ー
ト
２
～
」 

 

 

亜
熱
帯
地
方
の
小
笠
原
は
、
ほ
ぼ
同
緯
度
に
あ
る

沖
縄
と
よ
く
比
較
さ
れ
ま
す
。前
々
回
に
引
き
続
き
、

小
笠
原
と
沖
縄
を
観
光
と
い
う
視
点
で
比
較
し
て
み

ま
す
。 

～
土
産
物
代
が
８
倍
違
う
！
～ 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
の
魅
力
あ
る
観
光
資

源
を
保
全
し
な
が
ら
利
活
用
し
て
、
地
域
振
興
を
図

る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
の
た
め
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
魅
力
を
発
掘
す
る
「
地
域
の
宝
探
し
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

小
笠
原
で
生
産
さ
れ
て
い
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル

ー
ツ
な
ど
の
果
物
や
小
笠
原
の
海
水
で
作
っ
た
塩
な

ど
は
、
土
産
物
と
い
う
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

で
は
小
笠
原
を
訪
れ
る
観
光
客
は
お
土
産
物
に

ど
れ
く
ら
い
の
お
金
を
使
う
の
で
し
ょ
う
か
？ 

離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
資
料
（
２
０
０

２
年
）
に
よ
る
と
１
回
の
小
笠
原
旅
行
（
平
均
３
・

１
泊
）
で
使
う
お
土
産
物
代
は
１
人
当
た
り
２
２
３

２
円
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
沖
縄
旅
行
（
平
均
２
・

５
泊
）
の
場
合
は
何
と
１
７
９
９
０
円
！ 

小
笠
原

の
約
８
倍
で
す
。 

沖
縄
と
小
笠
原
で
は
観
光
の
ス
タ
イ
ル
や
観
光

資
源
の
質
や
量
も
異
な
る
の
で
単
純
に
比
較
で
き
ま

せ
ん
が
、
お
土
産
物
を
含
め
た
様
々
な
観
光
資
源
の

魅
力
作
り
が
ま
だ
ま
だ
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

た
だ
、
観
光
資
源
の
魅
力
作
り
の
際
に
一
つ
注
意

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
観
光
資
源
と
な
る
自

然
や
文
化
に
配
慮
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

自
然
や
文
化
を
保
全
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
作

り
、
そ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
利
用
し
て
い
く
こ
と

が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
大
切
な
の
で
す
。 

※
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化

の
保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域

振
興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

 

第
16
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（
勉
強
会
） 

 

【
講
習
内
容
】 

「
ク
ジ
ラ
を
ス
ト
ー
キ
ン
グ
?? 

ク
ジ
ラ
を
追
跡
し
て
み
よ
う
！
」 

三
日
月
山
展
望
台
か
ら
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
追

跡･

観
察
し
て
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
行
動
を
知
ろ
う
。 

【
日
時
】
３
月
８
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
正
午
頃
（
雨
荒
天
中
止
） 

【
場
所
】
三
日
月
山
展
望
台 

【
定
員
】
16
名
（
要
予
約
） 

【
参
加
資
格
】 

18
歳
以
上
の
村
民
ま
た
は
Ｏ
Ｗ
Ａ
認
定
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー 

【
持 

ち 
物
】
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、 

双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
れ
ば
） 

 

講
演
会
の
開
催 

「
尾
瀬
の
自
然 

～
保
全
と
利
用
～
（
仮
題
）」 

 

尾
瀬
の
自
然
保
護
で
活
躍
し
て
い
る
内
海
氏
に
尾

瀬
の
自
然
と
利
用
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
尾
瀬
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
小
笠
原
の
自

然
の
保
全
や
利
用
に
つ
い
て
も
提
言
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。 

【
講
師
】 

内
海 

廣
重(

奥
利
根
自
然
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

【
日
時
】
３
月
23
日
（
日
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
そ
の
他
】
小
笠
原
の
自
然
を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
21 

  

親
子
ク
ジ
ラ
の
経
歴
を
調
べ
よ
う 

 

冬
型
の
海
に
そ
ろ
そ
ろ
終
り
を
つ
げ
、
本
格
的
に

暖
か
く
凪
の
日
が
続
く
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

小
笠
原
に
来
遊
す
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
も
、 

子
育
て 

真
っ
盛
り
の
よ
う
で
、
比
較
的
静
か
な
島
陰
な
ど
で

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
親
子
ク
ジ
ラ
も
頻
繁
に
見
ら
れ
て

い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
親
子
の
子
ク
ジ
ラ
を
見
比
べ
る
と
、

そ
の
大
き
さ
は
、
ま
さ
し
く
最
近
産
ま
れ
た
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
灰
褐
色
で
シ
ワ
の
あ
る
小
さ
な
も
の
か

ら
、
黒
々
と
し
た
体
色
の
大
き
目
の
も
の
ま
で
様
々

で
す
。 

こ
の
大
き
さ
の
差
は
、
行
動
の
違
い
に
も
あ
ら
わ

れ
ま
す
。
小
さ
い
も
の
は
、
背
ビ
レ
か
ら
尾
ビ
レ
の

間
を
高
々
と
あ
げ
る
も
の
の
、そ
の
ま
ま
沈
ん
だ
り
、

横
倒
し
に
な
っ
た
り
、
な
か
な
か
上
手
に
尾
ビ
レ
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
練
習
中
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
す
。
ま
た
、
母
ク
ジ
ラ
の
上
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る

様
子
も
う
か
が
え
ま
す
。
や
や
大
き
め
の
子
ク
ジ
ラ

は
、
フ
ル
ー
ク
を
持
ち
上
げ
る
も
の
の
、
ス
ル
ッ
と

す
べ
る
よ
う
に
水
中
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
子
ク
ジ
ラ
を
記
録
と
し
て
写
真
に

残
す
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、
両
側
か
ら
の
背
ビ
レ

や
、
波
間
に
瞬
間
的
に
現
れ
る
尾
ビ
レ
を
で
き
る
限

り
撮
影
し
ま
す
。
ま
た
母
ク
ジ
ラ
で
は
、
特
に
子
ク

ジ
ラ
が
小
さ
い
場
合
深
く
潜
ら
な
い
た
め
か
、
尾
ビ

レ
を
あ
げ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ

げ
る
あ
げ
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
母
ク
ジ
ラ
は
両
側

か
ら
の
背
ビ
レ
も
撮
影
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記

録
は
、
子
ク
ジ
ラ
の
成
長
や
、
雌
ク
ジ
ラ
の
出
産
間

隔
を
知
る
上
で
、
た
い
へ
ん
重
要
な
情
報
と
な
り
ま

す
。 海

洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
９
８
８
年
か
ら
２
０
０

２
年
の
15
シ
ー
ズ
ン
で
、
１
０
５
頭
の
母
ク
ジ
ラ
と

28
頭
の
子
ク
ジ
ラ
の
尾
ビ
レ
を
識
別
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
母
ク
ジ
ラ
が
産
ん
だ
子
ク
ジ
ラ
の
数
は
、

１
７
３
頭
に
の
ぼ
り
ま
す
。 

中
で
も
、
最
多
識
別
、
最
多
出
産
し
た
母
ク
ジ
ラ

は
Ｏ-

40
で
、
15
シ
ー
ズ
ン
で
、
11
シ
ー
ズ
ン
小

笠
原
に
来
遊
し
て
お
り
、
６
頭
の
子
ク
ジ
ラ
を
産
ん

で
い
る
事
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
母
ク
ジ
ラ
Ｏ-

46
は
、
７
シ
ー
ズ
ン
見
ら
れ
、

４
頭
の
子
ク
ジ
ラ
を
産
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
子
ク

ジ
ラ
の
う
ち
Ｏ-

２
８
８
は
、１
９
９
２
年
に
小
笠
原

周
辺
で
産
ま
れ
、
２
０
０
０
年
に
は
出
産
し
て
い
ま

す
。
Ｏ-

46
の
孫
を
産
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
展
示
館
で

は
、
こ
れ
ら
親
子
ク
ジ
ラ
の
経
歴
を
皆
さ
ん
が
調
べ

ら
れ
る
よ
う
マ
ッ
チ
ン
グ(

照
合
作
業)

コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
時
に
、
親
子
ク
ジ
ラ

に
遭
遇
し
て
写
真
を
撮
ら
れ
た
方
、
ぜ
ひ
そ
の
ク
ジ

ラ
の
経
歴
を
調
べ
に
き
て
く
だ
さ
い
。
お
も
し
ろ
い

家
系
図
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

※
１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
海
洋
セ
ン

タ
ー
展
示
館
の
内
装
工
事
が
終
り
、
本
日
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 
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小笠原村の胃がん検診  

内地の胃がん検診は、まずバリウム検査を用いて異常があるかどうかを検査し、胃潰瘍やがんなどの疑いのある人に精

密検査として胃カメラの検査をするのが一般的です。しかし、小笠原村は遠隔地であり、住民健診の際に検査を行うスタ

ッフや場所の確保が困難であるとの理由で、一次検診から胃カメラを導入せざるを得ない状況です。その為、胃カメラに

抵抗がある方にとっては、症状もないし、怖い、集団検診だとプライバシーが保たれないなどの理由で、これまで一度も

胃がん検診を受けたことがないという方が多く、受診率が伸び悩む原因になっていると思われます。 

胃カメラとバリウムの検査には、それぞれ長所、短所があります。例えばバリウム検査は、胃の形や胃の壁を這うよう

に広がるがん、食道や胃の食物の通りの良さを見るのに優れています。反対に胃炎などで粘膜の色調の変化を見る場合や､

組織検査が必要な場合は胃カメラでしか出来ません。そのため、時と場合に応じた使い分けが必要となります。ちなみに

厚生労働省統計表によると、平成１２年度において市町村が行う老人保健事業の胃がん検診受診者のうち、要精密検査者

は１１.８％。そのうち、がんであった者またはがんの疑いがある者は１.５％でした。 

 

バリウム検査のＱ＆Ａ 

Ｑ．バリウム検査ってどういうもの？                 （写真１）      （写真２） 

Ａ．胃がんや胃潰瘍を見つける検査です。バリウムという白い液 

体を飲み、検査の機械（写真１）の上で､いろいろな方向に 

向いて頂きます。写真をとり､現像（写真２）して病変を見 

つけます。  
 

Ｑ．苦しい検査ですか？ 

Ａ．そんなことはありません。バリウムを飲んでから､発泡剤を 

飲みます。胃を膨らませるためにげっぷを我慢するのが少し 

つらいと言う人がいらっしゃる程度です。 
 

Ｑ．異常があったらどうなりますか？ 

Ａ．精密検査として胃カメラの検査を行います。胃カメラ検査も小笠原村の診療所で実施できます。 

 

小笠原村の診療所でもバリウム検査を通年実施できます！      

小笠原村診療所において、４月からバリウム検査を通年実施できるようになります。なお、母島については、放射線技

師の出張に合わせた形で、予約を取らせていただくことになると思います。胃が気になっている方で、ここ数年、胃がん

検診を受けていない方や胃カメラを勧められそうだから・・・と足が遠のいている方は、そのまま放置せず、ぜひ一度、

診療所にご相談ください。 

  

 

 

 

  

 

けんこう通信 
健康福祉課 第５６号 

バリウム検査の実施 

ビーデビーデが咲く頃、島には出会いと別れがやってきます。小笠原に住む

皆さまにとって、「健康」を考えるきっかけになればと思い始まった「けんこ

う通信」。残念ではありますが、今月号を持ちまして、第一幕を降ろさせてい

ただく事をご報告します。 
長い間、けんこう通信を応援してくださった方々には、感謝の気持ちでいっ

ぱいです。本当にありがとうございました。 
新しい目標に向かって、未知の海へ旅立つイルカ君を暖かく見守ってくださ

い。 
いつの日か、またこの海に戻ってくる日まで、お元気で。キュッキュ～ル！ 



小笠原文化サークルフェスティバル 星空観望会（父島）

高校図書館開放

所得税・贈与税の申告期限

入港日

フリーマーケット（父島） 出港日

平成15年度予算特別委員会（～19）

予防接種（ツベルクリン反応） 高校図書館開放

乳幼児健診・歯科健診（母島）

母島小中学校卒業式

出港日 小笠原中学校卒業式

高校図書館開放

入港日

定期予防接種（BCG、三種混合 村議選立候補予定者説明会（母島）

風疹、麻疹、日本脳炎） クジラ観察会（父島）

村議選立候補予定者説明会（父島）

インタープリター養成講座 小笠原小学校卒業式

高校図書館開放 星空観望会（父島）

高校図書館開放

入港日

小笠原村議会第1回定例会本会議3日目

小型船舶免許更新講習申込締切 講演会「尾瀬の自然･保全と利用」（父島）

高齢者在宅サービスセンター 出港日

非常勤職員募集締切 国民健康保険被保険者証更新手続開始

小笠原高校卒業式 母島巡回労働相談

出港日

小笠原村議会第1回定例会本会議1日目

高校図書館開放

基地対策特別委員会 入港日

空港・港湾整備促進特別委員会 東京都知事選挙告示日・

総務委員会 同選挙不在者投票受付開始（～4/12）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 創造性教室小笠原キャンパス（～30）

シロアリ対策事業（～24）

父島全島停電（午前1時～3時）

小笠原村議会第1回定例会本会議2日目 海藻観察会（父島）

扇浦地区整備促進特別委員会

出港日

入港日

クジラ観察会（父島） 個人事業者の消費税の申告期限

高校図書館開放

日

31 月

28 金

29 土

2411 火

5

27

15 土

30

行　事　予　定

18

火4

17
2 日

日付 曜日

1

行　事　予　定日付 曜日

火
3 月

16 日

月

土

26 水

19 水

25 火

月

日23

20

木

21

12 水

10 月

8 土

9 日

14 金

13 木

22 土

金6 木

7 金

水
木

春分の日


